
令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について(結果のポイント）

【目的】
中学校学習指導要領の次期改訂に資するため、今次改訂の改善事項を中心に、各教科等の目標や内容に照らした生徒の学習の実現状況について

調査研究を行い、検討の基礎となる客観的データ等を得るとともに、教育課程の基準に係る課題の有無及びその内容等を検証・総括する。

【時期、対象学年及び教科等】
〇調査時期：調査①令和５年11月１日（水）から令和５年12月22日（金）

（音楽、美術、技術・家庭、保健体育、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
調査②令和６年１月22日（月）から令和６年３月19日（火）

（国語、社会、数学、理科、外国語（英語）、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
〇調査対象：国公立及び私立中学校 1,356校（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程含む） ※全学校の約13.２％、無作為抽出

実施生徒数（延べ） 159,150人
〇内容 ：各教科で、①今回の改訂の基本方針に関する事項、②各教科等の主な改善事項（今回の改訂で新設された事項、学年及び学校種を超

えて移行した事項）、③従来、課題とされている事項の視点に基づくペーパーテスト調査を実施するとともに、一部教科で実技調査
を実施。あわせて、生徒、教師、学校長を対象とした質問調査をオンライン形式にて実施。

・ペーパーテスト調査：第１～３学年 国語、社会、数学、理科、音楽、美術、技術・家庭、保健体育（体育分野、保健分野）、
外国語（英語）

・質問調査（学校）（生徒、教師）：第１～３学年 特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動
・実技調査：第３学年 美術、技術・家庭（家庭分野）、保健体育（体育分野）、外国語（英語）

調査の概要

速報版

特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動の質問調査の結果から
〇基本的に多くの設問において生徒の肯定的な回答の割合が高く、これらの教科・活動等に対する生徒の高い意欲がうかがわれる。

各教科のペーパーテスト調査の結果から
○必要な情報を資料から読み取ることについては成果が見られるが、読み取った情報を整理してまとめることや、そこから自分の考えを表現する
こと、情報を基にその原因や理由を説明することについては課題があると考えられる。

○基礎的・基本的な知識の理解は進んでいるが、知識と関連付けて表現することや、分析的・総合的に物事を捉えることについては課題があると
考えられる。

（主なポイント）
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ペーパーテスト調査等の概要

令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：中学校 1,356 校 実施生徒数 159,150人（延べ数）

※１教科１問当たり、3,600人程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを見るにあたって
〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と
課題を踏まえた改善の方向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の赤字部分は「相当数の児童ができている」
もの、青字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙
において問題例（質問項目例）が示されている。

※実技調査については、対象教科（美術、技術・家庭（家庭分野）、保健体育（体育分野）、外国語（英語）のペー
パーテスト調査を実施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350人程度：10校程度）)



○今回の学習指導要領では、統計的な内容等の改善・充実を図った。
○データの活用に関する内容のうち、「標本調査」及び「箱ひげ
図」については、

②箱ひげ図からデータの傾向を読み取り説明する問題（思考・判
断・表現）を出題。 【通過率 33.2%】

令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査の結果について（数学）

○今回の学習指導要領では、数学に関する知識の理解の質を更に高
め、確かな学力を育成することを重視した。

○「知識・技能」の内容のうち、「方程式」については、
①方程式を解く問題を出題。
【通過率  第１学年 75.6％  第２学年 78.1％  第３学年 

71.2％】

「簡単な一元一次方程式を解くこと」と「方程式の解の
意味を理解すること」の問題例（別紙１参照）○数学に関する知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成すること。

○現実の世界と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映
させることを意図して数学的活動の一層の充実を図ること。

○社会生活などの様々な場面において、必要なデータの収集・分析、その傾
向を踏まえた課題の解決・意思決定をする能力を育成するため、統計的な
内容等の改善・充実を図ること。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○方程式を解くことは相当数の生徒ができているが、方程式の解の意味を理
解すること（第１、２学年）に課題があると考えられる。

○統合的・発展的に考察し、三角形の合同条件を用いて新たな事柄を証明す
ること（第２学年）に課題があると考えられるが、同趣旨の相似条件を用
いて証明する問題（第３学年）は相当数の生徒ができている。

○データの活用領域について、標本調査から母集団の傾向を推定しその方法
を説明することは相当数の生徒ができているが、箱ひげ図からデータの傾
向を読み取り説明することに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・方程式を解いて得た解を、方程式の解の意味と関連付けて理解できるよ
うにするなど、知識の概念的な理解を促す学習指導を充実する。

・生徒が統合的・発展的に考察し、新たな問題を見いだし解決する機会を
様々な場面で意図的に設け、その経験を積み重ねることを重視する。

・箱ひげ図からデータの傾向を捉え説明するなど、目的に応じて、数学的
な表現から事象の特徴を読み取り判断して伝え合う活動を充実する。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト 中学校/数学）

「 データの活用 」の問題例（別紙３～４参照）

②方程式の解の意味理解を問う問題を出題。
【通過率  第１学年 44.8％  第２学年 48.9％  第３学年 
57.8％】

①標本調査から母集団の傾向を推定し（知識・技能）、その方
法を説明する（思考・判断・表現）問題を出題。
【通過率 答え 79.3% 求め方 75.3%】

○今回の学習指導要領では、問題発見・解決の過程を重視して、
「統合的・発展的に考察する力の育成」を目標に示した。

○統合的・発展的に考察し、新たな事柄を証明することについては、

②三角形の相似条件を用いる問題を出題。【通過率 65.2％】

「統合的・発展的に考察し、新たな事柄を証明すること」
の問題例（別紙２参照）

①三角形の合同条件を用いる問題を出題。【通過率
41.4％】



「簡単な一元一次方程式を解くこと」と「方程式の解の意味を理解すること 」の問題例

【通過率 75.6 ％】

別紙１（問題例）

数学 第１学年 簡単な一元一次方程式を解くこと、方程式の解の意味理解を問う問題
①方程式を解く問題
②方程式の解の意味理解を問う問題
このような問題から、方程式を解くことや方程式の解の意味理解の状況を測る。

【通過率 44.8％】

𝑥𝑥 = 4
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② エ 



「統合的・発展的に考察し、新たな事柄を証明すること 」の問題例

別紙２（問題例）

数学 第２・３学年 統合的・発展的に考察し、新たな事柄を証明する問題
①統合的・発展的に考察し、三角形の合同条件を用いて新たな事柄を証明する問題
②統合的・発展的に考察し、三角形の相似条件を用いて新たな事柄を証明する問題
このような問題から、統合的・発展的に考察する力の育成の状況を測る。
・新たな事柄を証明する際に、元の事柄と新たな事柄を比較しながら、元の証明のどの部分が同じように使えるのか、どの部分を変える必要
があるのかを考えるなど、統合的・発展的に考察することが必要。

△ＢＦＣと△ＣＧＢにおいて
仮定より ＢＦ＝ＣＧ ・・・①
共通の辺より ＢＣ＝ＣＢ ・・・②
二等辺三角形の２つの底角は等しいので

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ ・・・③
∠ＣＢＦ＝180°－∠ＡＢＣ、
∠ＢＣＧ＝180°－∠ＡＣＢ より

∠ＣＢＦ＝∠ＢＣＧ ・・・④
①，②，④より
２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

△ＢＦＣ≡△ＣＧＢ
合同な図形の対応する辺の長さは等しいので

ＣＦ＝ＢＧ

△ＡＦＧと△ＡＢＣで、
ＦＧ//ＢＣより

∠ＡＦＧ＝∠ＡＢＣ ･･････①
∠ＡＧＦ＝∠ＡＣＢ ･･････②

①②より、
２組の角がそれぞれ等しいので、

△ＡＦＧ∽△ＡＢＣ
相似な図形では、
対応する線分の長さの比はすべて等しいので、

ＡＦ：ＡＢ＝ＡＧ：ＡＣ＝ＦＧ：ＢＣ

①【通過率 41.4％】 ②【通過率 65.2％】



・
・
数学 第３学年 標本調査から母集団の傾向を推定し、その方法を説明する問題
①標本調査から母集団の傾向を推定し（知識・技能）、その方法を説明する（思考・判断・表現）問題
このような問題から、データの活用領域において、見通しを立てて問題を解決する力について育成の状況を測る。

①【通過率 答え 79.3% 求め方 75.3%】

別紙３（問題例）

【答え】およそ１６０個
【求め方】（例）最初の赤玉の個数をｘ個とすると、

ｘ：８００＝８：４０である。
この式から、ｘ＝１６０

「データの活用」の問題例



・
・

数学 第３学年 箱ひげ図からデータの傾向を読み取り説明する問題
②箱ひげ図からデータの傾向を読み取り説明する問題（思考・判断・表現）
このような問題から、データの活用領域において、目的に応じてデータの傾向を読み取り、読み取ったことを根拠に説明する力
の育成の状況を測る。
・データを表す箱ひげ図から目的に応じてデータの傾向や特徴を読み取って判断し、その理由を四分位数などを用いて的確に説
明できるようにすることが必要。

②【通過率 33.2%】

別紙４（問題例）

A市、C市、D市、E市
最高気温の第３四分位数から最大値までは７日あり、
最高気温の第３四分位数が１５℃より大きいから。

「データの活用」の問題例
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